
拡大基調対応へ〝処方箋〟発信
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川
原
会
長　日本コンストラクション・

マネジメント協会（ＣＭ協会、
川原秀仁会長）は９月日、
第回「ＣＭＡＪフォーラ
ム」をオンライン形式で開い
た。東京都港区の協会事務局
から、川原会長が「あなたが
感じている建設産業の変化は
今後さらに加速する！　あな
たならどう行動しますか？　
ＣＭは止められない潮流に
なる」をテーマに講演し、
適用件数が拡大基調のＣＭに
的確に対応するための〝処方
箋〟を発信した。
　冒頭、川原会長は「回

目の節目に講演することがで
き、光栄に思っている。大都
市圏、中核都市の民間プロジ
ェクトではＣＭが当たり前に
なっている。この講演が、大
きく動いているＣＭへの参画
を検討するきっかけになれば
と思っている」とあいさつし
た。
　フォーラムは定員いっぱい
の人が視聴し、ＣＭへの
関心の高さをうかがわせた。
　講演では、▷ＣＭ浸透の現
状把握▷あなたが感じる社会
の変化▷建設産業の変化は、
まずサプライチェーンから▷

ビジネス自体の変化がもたら
す建設産業への影響▷ＣＭに
チャレンジするならいましか
ないをテーマに普及状況
や導入効果などを説明した。
　川原会長は、ＣＭが「プロ
ジェクトの合理性、妥当性、
プロセスの透明性確保に重要
な役割を果たしている」とし
た上で、「これからはプロジ
ェクトを推進し、ハンドリン
グする存在になる」との見解
を示した。
　プロジェクトを成功に導く
ためには、発注、設計、施工
という通常のコンストラクシ
ョンサプライチェーンではな
く、構造や流通などの要素を
掛け合わせた、「価値を伴う

バリューチェーン」の構築が
必要と強調した。
　講演後の質疑応答ではＣＭ
のさらなる普及促進に向け、
「国土交通省だけでなく総務
省などの関係省庁にもＰＲし
ていく。新設が見込まれてい
るデジタル庁に対しても積極
的に声掛けしていきたい」と
意欲をみせた。
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